
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】基本的な数列である 等差数列 を式で表すことができる。

□等差数列  　算術数列

　　　　　～各項に一定の数を加えると，次の項が得られるとき，この数列を等差数列という



    （後＝前＋公差）　⇔　     （後前公差）

　　　　　～ 後ろの項  前の項 【差】が常に等しい数列のこと　⇒　この差を公差という

　初項が，公差がである等差数列  の各項は，順に

            

   

  

　　　　  

　　　　     

　　　　     

　　　　     

　　　　　　………

本の柵の間はカ所（少ない）









     

   

    

　……

     

    

  個

これはでも成り立つ

    

   

と表されるから，一般に次のことが成り立つ。

   





  

    

例３）初項，公差の等差数列  の一般項は

　　　　　　　　　　    　　すなわち　　  

　　　　　例えば，第項は　　　   　　　　

問２）



　与えられた等差数列を  とする。

　初項，公差であるから，

　一般項は　　    

　すなわち　  

　初項，公差であるから，

　一般項は　　     

　すなわち　  

　　　　           
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問３）公差が，第項がである等差数列  の初項と一般項を求めよ。

この数列の初項をとすると，公差がであるから

　　　　　　     

第項がであるから　　    

すなわち　　

よって　　　

ゆえに　　　      

したがって　　初項は，一般項は  



 

　　　

前＝後公差



初○○○○○○○

   

つ間隔があるので



からつ戻るので

公差を個分引いて

　

　　 

　　

よって　    

　　　　　　

例題１）第項が，第項がである等差数列  がある。この数列の一般項を求めよ。

　初項を，公差をとすると　　    

　　　第項が（  ）であるから

　　　を代入して　　　    

　　　まとめると　　　　　　　……①

　　　第項が（  ）であるから

　　　を代入して　　    

　　　まとめると　　　　　　　……②

　　　①，②を解くと　　，

　　　よって，一般項は　　    

　　　すなわち　　　　　　  

□等差数列の性質

　等差数列は，初項に一定の数を次々と足して得られる数列であり，隣り合う項の差が常に一

  は第  項

定である。等差数列  について，すべての自然数で，次の関係が成り立つ。

　　     　すなわち　     

　また，初項，公差の等差数列  の第 項は

　　　　　      　　すなわち　　     

であるから，  のとき，  は の次式　で表される。
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公差後前

前＝後公差

練習８）一般項が  で表される数列  は等差数列であることを示せ。

　　　　また，初項と公差を求めよ。

一般項は

  

と考えて、□の中に

  やを代入して計算しよう

　　  であるから

　　　　　　　　　          

　　　隣り合う項の差がで一定であるから，

　　　数列  は公差の等差数列である。

　　　また　　　　   

一般化

　　　よって，初項は，公差はである。

例題２）　，が定数のとき，一般項が  で表される数列  は等差数列であること

第項目（一般項）

　  

第  項目

　      

　　　　　　を示せ。また，初項と公差を求めよ。

　　  から　　     

　　　よって　　          

右辺にが含まれない

⇒　によらず差が一定である

　　　すべての自然数について     がで一定であるから，

　　　数列  は等差数列である。

　　　また　　　   

　　　よって，初項は，公差はである。

　数列，，が等差数列ならば　　    　　　ゆえに　　   

　逆に，   ならば　　　　    

となり，数列，，は等差数列となる。

　よって，次のことが成り立つ。



　　　　   

　　（  ○□ ）

　真ん中の２倍は

　　　　　　両端の和に等しい

○△□が等差数列

○○○

　　　 ○

　　　□○

  

○△□が等差数列 ○△□が等差数列

○ 

□ 

【平均形】 【公差形】 【対称形】

 

○ □ 

　　

△に当たる項を等差中項という
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問４）数列 ，，，， が等差数列であるとき，の値を求めよ。

　隣り合う項の差が等しいから　　

　　　よって，より　　



　数列       が等差数列であるとき，       を，の間の個の等差中項という

　公差とすると　    であるから　  

 
　より　  

 

 


     

 

　のときが平均形の公式

4STEP数学Ｂ 問題１９）【青チャート基本例題５類題】

次の数列は，各項の逆数をとったものを順に並べてできる数列が等差数列となる。このとき，，の

値ともとの数列の一般項を求めよ。

 







    






　数列  （ただし，すべてのに対して  ）において，数列 



が等差数列をなすとき，

もとの数列  を調和数列という。「調和」という用語は古くから幾何学と音楽の両方で用いられてきており，

音律においては弦の⾧さや振動数の比が単純な整数比で表される場合が重視され，その説明の中で調和数

列が現れることがある。幾何学では，調和分割（内分点と外分点が同じ比）などの用語が同じ語源として残

っている。ただし調和級数
 







については別概念になっている。

　数列，，， 

， 


，……が等差数列になる。

　この等差数列の公差はであるから　　 

， 




　よって　　 

，





　この等差数列の一般項は　　  

　よって，もとの数列の一般項は　　 

 

　数列， 

，， 


，……が等差数列になる。

　この等差数列の公差をとすると　　　　よって　　 


　ゆえに　　 










， 












　よって　　 

，





　この等差数列の一般項は　　 




 



　よって，もとの数列の一般項は　　 

 

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